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   開     議 

 

 

○浅野敏明議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、ございませ

ん。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

２号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○浅野敏明議長 日程第１、市政一般に関する質

問を行います。 

 なお、質問の時間は、答弁を含めて60分以内

となっておりますので、ご協力をお願いいたし

ます。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 勝見英一朗議員の質問 

 

 

○２番 勝見英一朗議員 順位１番、議席番号２

番、勝見英一朗議員。 

  （２番勝見英一朗議員登壇） 

○２番 勝見英一朗議員 政新長井の勝見です。

市当局におかれましては、新型コロナワクチン

の迅速接種に注力されておられますこと、感謝

申し上げます。飲食・観光業を中心にワクチン

接種拡大には極めて大きな期待がかかっており

ます。医療関係者はじめ担当の方々にとって相

当なご心労と思いますが、ご自身のご健康にお

気をつけながらも、もうしばらくのご尽力をお

願い申し上げる次第です。 

 さて、質問に入りますが、最初に、本市の芸

術文化におけるデジタル化の推進について、市

長のお考えをお尋ねいたします。 

 本市では、長沼孝三彫塑館はじめ芳文庫ギャ

ラリーなど、数多くの美術作品が残されており

ます。また、芸能でいえば、獅子踊りなどの市

指定無形民俗文化財などもあります。こうした

作品は、折々に展示され、発表されております

が、観光文化交流に寄与するという点でまだ課

題があると感じます。 

 一方、近年のＩＴ技術の進歩は、改めて言う

までもなく目覚ましいものがあります。例えば

コロナ禍で観光旅行などとてもできない中で、

私たちはニューヨークの美術館フリック・コレ

クションのフェルメールの絵画を解説つきで見

ることができます。また、ルーブル美術館の中

を展示物を見ながら歩き回ることもできます。

国内では、東京国立近代美術館や国立西洋美術

館などで館内を自由に見学することができます。

もちろんこれはバーチャルのオンラインツアー

でです。近くでは、上山市の斎藤茂吉記念館で

は、館内案内動画のオンラインサービスを開始

しようとしております。 

 このように、芸術文化作品の展示は、従来の

リアル展だけでなく、デジタル技術を活用した

バーチャル空間に急速に広まってきていると感

じます。もちろんまだ一般には本物には及ばな

いという考えもあろうかと思います。しかし、

現実には、東京国立博物館とＮＨＫが共同で進

める８Ｋ文化財のように、リアルを超えた展示

方法が取り入れられたり、バーチャルがリアル

に対する興味、関心を掘り起こしたりというの

も事実です。また、バーチャル展示が広まれば、

実際の展示に来なくなるのではないかという心

配も言われますが、決してそうではありません。


